
(史
料
紹
介
)

慶
安
二
年
八
月
五
日
成
立
の

｢大
道
筋
(奥
州
之
内
南
部
領
海
陸
道
規
帳
)｣

(岩
手
巣
立
図
書
館
蔵
)

福

井

敏

隆

は

じ

め

に

史
料
的
価
値

筆
者
は
本
誌
第
75
号
に
お
い
て
'
慶
安
二
年
二
月
成
立
の

｢
津
軽
領
分
大
道
小
道

磯
辺
路
井
船
路
之
帳
｣

(弘
前
市
八
木
橋
文
庫
蔵
)
の
史
料
紹
介
を
行

っ
た
｡
こ
の

史
料
は
表
題
の
示
す
通
り
'
津
軽
領
の
通
帳
で
あ
り
'
正
保
国
絵
図

･
正
保
城
絵
図

の
調
進
に
関
連
し
て
幕
府

へ
提
出
さ
れ
た
も
の
の
控
で
あ
る
｡
そ
の
際
'
史
料
的
価

値
の
考
察
の
な
か
で
後
世
の
写
で
は
あ
る
が
南
部
領
の
場
合
に
も
同
様
の
も
の
と
忠

わ
れ
る
'
慶
安
二
年
八
月
五
日
成
立
の

｢
大
道
筋
｣
と
い
う
表
題
の
つ
い
た
史
料
の

存
在
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
い
た
｡

最
近
'
古
今
書
院
か
ら
川
村
博
忠
著

『江
戸
幕
府
撰
国
絵
図
の
研
究
』

(昭
和
59

年
2
月
28
日
発
行
)
が
刊
行
さ
れ
た
が
'
そ
れ
に
よ
れ
ば
こ
れ
ら
両
史
料
と
同
様
の

他
領
の
通
帳
が
存
在
す
る
事
も
わ
か
り
'
正
保
国
絵
図
等
と
通
帳
の
関
連
性
も
具
体

的
に
判
明
し
た
の
で
'
こ
の
慶
安
二
年
の

｢
大
道
筋
｣
に
つ
い
て
内
容
を
紹
介
し
'

史
料
的
価
値
に
つ
い
て
述
べ
て
大
方
の
参
考
に
供
し
た
い
と
思
う
｡

こ
の
史
料

(以
下
'
慶
安
の

｢大
道
筋
｣
と
略
記
)
は
'
縦
約
23

･
o
c
'
横
約

1

･
5
cm
'
美
濃
紙
'
41
丁

(表
紙
と
も
)
で
'
幕
府

へ
提
出
し
た
正
本
の
控
を
後

世
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
末
尾
に

｢
慶
安
二
年
己
丑
八
月
五
日
｣
の
記
載
が

あ
り
'
正
本
は
こ
の
時
点
に
成
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
さ
ら
に

｢
上
書

二
奥
州

之
内
南
部
領
海
陸
遺
規
帳
｣
と
末
尾
に
記
さ
れ
て
お
り
'
本
来
の
表
題
は

｢奥
州
之

内
云
々
｣
で
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
そ
の
点
を
考
慮
し
て
タ
イ
ト
ル
に
は
こ
の

表
題
も
書
い
て
お
い
た
｡
ま
た
筆
写
し
た
者
は

｢
一
ノ
倉
氏
｣
と

｢
小
向
氏
｣
の
二

名
が
見
え
'
後
者
は
墨
で
消
去
さ
れ
て
い
る
｡
筆
写
年
代
は
明
治
時
代
ま
で
下
る
可

能
性
も
あ
る
が
'
内
容
的
に
は
後
述
す
る
よ
う
に
正
保
国
絵
図
等
調
進
に
関
連
し
て

作
成
さ
れ
た
通
帳
の
条
件
を
満
た
し
て
お
り
'
問
題
は
な
い
も
の
と
い
え
る
｡
全
容

に
つ
い
て
は
後
掲
の
釈
文
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
｡

慶
安
の

｢大
道
筋
｣
と
類
似
し
た
内
容
を
も

っ
た
も
の
に
は
'
第
75
号
で
も
ふ
れ
て

お
い
た
岩
手
県
立
図
書
館
蔵
の

｢奥
州
盛
岡
城
井
領
内
通
規
全

御
書
上
写
｣

(
以

下

｢道
規
全
｣
と
略
記
)
が
あ
る
｡

一
万
'
盛
岡
市
中
央
公
民
館
蔵
の

｢
南
部
中
道
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規
記
｣

(以
下

｢道
規
記
｣
と
略
記
)
も
こ
の

｢
道
規
全
｣
と
内
容
的
に
は
全
-
同

じ
も
の
と
い
え
る
｡
中
央
公
民
館
で
は
元
禄
十
五
年

(
一
七

〇
二
)
の
写
と
し
て
い

る
が
'
史
料
に
は
そ
の
旨
の
記
載
は
見
当
た
ら
な
い
｡

｢
道
規
全
｣
と
こ
の

｢
道
規

記
｣
を
詳
細
に
対
比
し
て
み
る
と
'
記
述
の
上
で
は
後
者
の
方
が
若
干
-
わ
し
-
'

筋
の
よ
い
も
の
で
あ
る
気
が
す
る
｡
盛
岡
城
の
説
明
の
末
尾
に
'
前
者
は

｢右
絵
図

二
合
て
具

二
知
ル
也
｣
と
い
う
記
述
が
あ
り
'
正
保
城
絵
図
と
の
照
合
を
伺
わ
せ
る

が
'
後
者
で
は
こ
の
点
を

｢右
老
正
保
四
年
三
月
晦
日
之
御
改
｣
と
ズ
バ
リ
書
い
て

い
る
｡
道
規
の
部
分
で
は
'
前
者
の
タ
イ
ト
ル
は

｢大
道
筋
｣

･
｢
入
海
海
辺
道
｣

･

｢
舟
路
之
道
矩
井
湊
ロ
ノ
間
数
｣

･
｢
北
浦
入
海
舟
路
之
規
井
湊
口
間
数
｣
と
な

っ

て
い
る
が
'
後
者
は

｢道
筋
｣

･
｢野
辺
地
ヨ
-
田
名
部
中
人
海
辺
道
規
｣

･
｢
船

路
之
規
井
湊
口
間
尺
之
覚
｣

･
｢
入
海
舟
路
之
規
｣
と
な

っ
て
お
り
'
ニ
ュ
ア

ン
ス

に
差
が
感
じ
ら
れ
る
｡
ま
た
'

｢
山
田
湊
｣
の
説
明
文
中
に
あ
る
'
寛
永
二
十
午

(
一
六
四
三
)
六
月
に
漂
着
し
た
阿
蘭
陀
船
に
つ
い
て
の
記
述
は
後
者
の
方
が
-
わ

し
-
'
検
使
七
戸
隼
人

･
目
付
漆
戸
勘
左
衛
門
と
い
う
よ
う
に
人
名
に
は
役
名
を
冠

し
て
い
る
｡
こ
こ
で
'
第
75
号
で
示
し
た
見
解
を
訂
正
す
る
な
ら
'
幕
府
が
正
保
国

絵
図

･
正
保
城
絵
図
の
調
進
と
同
時
に
'
こ
れ
ら
正
保
図
の
解
説
書
と
も
い
う
べ
き

も
の
を
も
提
出
さ
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
'
前
者
す
な
わ
ち

｢
道
規
全
｣
を
そ
の
解

説
書
に
あ
た
る
と
し
た
が
'
そ
れ
を
後
者
す
な
わ
ち

｢
道
規
記
｣
の
方
が
よ
り
ふ
さ

わ
し
い
も
の
と
い
え
る
と
し
た
い
｡
両
者
の
原
本
と
も
い
う
べ
き
も
の
は
'
正
保
図

と

一
緒
に
正
保
四
年

(
一
六
四
七
)
三
月
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
事
実
だ
け
は
間
違
い

の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
｡

そ
れ
で
は
'
慶
安
の

｢大
道
筋
｣
と
正
保
の

｢
道
規
全
｣
及
び

｢
道
規
記
｣
の
違

い
は
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
｡
第
75
号
で
す
で
に
指
摘
し
て
お
い
た

よ
う
に
'
慶
安
の

｢大
道
筋
｣
と

｢道
規
全
｣
と
は
内
容
的
に
は
余
り
変
わ
ら
な
い

も
の
で
あ
る

(
｢道
規
記
｣
と
も
同
じ
事
が
い
え
る
)
｡

つ
ま
り
両
者
と
も
道
帳
と

い
え
る
｡
た
だ
'
大
き
-
違
う
の
は

｢大
道
筋
｣
に
は
南
部
氏
の
本
拠
た
る
べ
き
盛

岡
城
に
つ
い
て
の
記
載
が
全
-
な
い
の
に
対
し
て
'

｢
道
規
全
｣

･

｢
道
規
記
｣
に

は
詳
細
な
記
述
が
あ
る
こ
と
｡
逆
に

｢
大
道
筋
｣
に
は
古
城
で
あ
る
花
巻

･
郡
山

･

福
岡

･
三
戸

･
栗
谷
河
の
各
城
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
載
が
あ
る
の
に
対
し
て
'

｢
道
規
全
｣

･
｢
道
規
記
｣
に
は
全
-
な
い
点
で
あ
る
｡
道
規
の
点
で
は
'

｢
大
道

筋
｣
の
方
が
渡
河
方
法

･
出
水
の
時
の
状
況

･
交
通
難
所
の
山
坂
の
道
幅

･
船
遠
見

番
所
等
に
つ
い
て
記
し
て
お
り
'

一
段
と
詳
細
に
な

っ
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
｡

こ
れ
ら
の
違
い
は
単
に
作
成
さ
れ
た
年
次
の
違
い
に
ょ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
｡
幕
府

の
正
保
国
絵
図
等
の
調
進
過
程
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
説
明
が
つ
き
そ
う
で
あ

る
｡
以
下
考
察
し
て
い
-
こ
と
に
す
る
｡

川
村
氏
は
前
掲
書
の
第
三
章
に
お
い
て
正
保
国
絵
図
等
の
調
進
過
程
を
詳
述
さ
れ

て
い
る
｡
そ
れ
に
よ
れ
ば
'
大
目
付
井
上
政
重

･
宮
城
和
甫
か
ら
調
進
に
際
し
て
は

諸
国
の
絵
図
元

(各
国
毎
の
国
絵
図
の
取
り
ま
と
め
大
名
等
を
さ
す
)
に
詳
細
な
絵

図
基
準
が
示
さ
れ
た
｡

｢
国
絵
図
可
仕
立
覚
｣

(
二
三
ヶ
条
)
と

｢
絵
図
書
付
候

海
辺
之
覚
｣

(
一
七
ヶ
条
)
の
二
通
で
あ
る
｡
前
者
は
国
絵
図
に
限
ら
ず
付
帯
の
郷

帳
'
城
絵
図
の
作
製
要
領
ま
で
も
含
め
た
総
則
的
基
準
で
あ
り
'
後
者
は
国
絵
図
で

の
湊
と
海
辺
の
注
記
要
領
を
具
体
的
に
指
示
し
た
細
則
的
基
準
で
あ
る
｡
こ
の
両
者

は
近
藤
守
重
の

『好
書
故
事
』
及
び

『徳
川
十
五
代
史
』
に
収
載
の
も
の
が
知
ら
れ

て
い
る
と
い
う
が
'
条
目
の
全
部
が
載

っ
て
い
な
い
欠
点
が
あ
る
｡
そ
こ
で
'
正
保

国
絵
図
等
の
調
進
の
命
令
を
受
け
た
藩
側
の
史
料
の
中
か
ら
'
佐
賀
藩
の

『多
久
家

有
之
候
御
書
類
之
写
』
に
ょ
り
'
前
者
の
二
三
ヶ
条
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
｡
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後
者
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
都
合
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
-
0

覚

三

城
之
絵
図
之
事

二

本

･
二

･
三
九
'
間
数
之
事

二

堀
の
ふ
か
さ
'
ひ
ろ
さ
の
事

二

天
守
之
事

一
'
惣
曲
輪
へ
堀
之
ひ
ろ
さ
'
ふ
か
さ
之
幸

一
'
城
よ
り
地
形
高
所
有
之
は
'
高
所
と
城
と
の
間
'
間
数
書
付
可
申
事

但
'
惣
構
よ
り
外

こ
高
所
有
之
共
'
書
付
侯
事

一
'
侍
町
'
小
路
割
井
間
数
之
事

一
'
町
屋
'
右
同
断
之
事

一
'
山
城
'
平
城
書
様
之
事

三

郷
村
知
行
高
'
別
紙

二
帳
作
り
'
二
通
上
ケ
候
事

二

絵
図
'
帳
共

二
郡
分
之
事

二

絵
図
'
帳
共

二
郡
切

ニ
'
郷
村
之
高
上
ケ
可
申
事

二

帳
之
末

二
一
国
之
高
上
ケ
可
申
事

二

絵
図
'
帳
共

二
㌧
郡
之
名
井
郷
之
名
'
惣
而
難
字

二
は
'
朱

こ
て
仮
名
を
付
可

申
幸

二

絵
図
'
帳
共

二
㌧
村

二
付
候
ほ
へ
山
井
芝
山
有
之
侯
処
は
書
付
之
事

三

郷
村
'
不
落
様

二
念
を
入
'
絵
図
井
帳

二
書
付
候
幸

一
'
水
損
'
早
損
之
郷
村
'
帳

二
書
付
候
事

三

国
之
絵
図
'
二
枚
い
た
し
候
事

二

本
道
は
ふ
と
-
'
わ
き
道
は
ほ
そ
-
'
朱

こ
て
い
た
す
べ
き
事

二

本
道
'
冬
牛
馬
往
還
不
成
所
'
絵
図

へ
書
付
候
事

二

川
之
名
之
事

二

名
有
山
坂
'
絵
図

二
書
付
候
事

一
'
壱
里
山
と
郷
と
の
間
'
道
法
'
絵
図

二
書
付
候
事

一
'
船
渡
'
歩
渡
'
わ
た
り
の
ひ
ろ
さ
'
絵
図

二
書
付
候
事

二

山
中
難
所
道
法
'
絵
図

二
書
付
候
事

二

国
境
道
法
'
壱
里
山
'
他
国
之
壱
里
山

へ
何
程
と
書
付
候
事

二

此
己
前
上
り
侯
国
々
之
絵
図
'
相
違
之
所
候
問
'
念
を
入
'
初
上
り
候
絵
図

二

国
中
引
合
'
悪
敷
所
直
シ
'
今
度
之
絵
図
い
た
す

へ
き
事

一
'
道
法
'
六
寸
壱
里

こ
い
た
L
t
絵
図

二
一
里
山
ヲ
書
付
'

一
里
山
無
之
所
は
三

拾
六
町

二
間
ヲ
相
定
'
絵
図

二
一
里
山
書
付
候
事

一
'
絵
図

二
山
木
之
書
様
'
色
之
事

二

海
'
川
'
水
色
書
様
之
事

一
'
郷
村
其
外
'
絵
取

こ
こ
ふ
ん
入
中
間
敷
事

己
上

正
保
元
年申

十
二
月
廿
二
日

条
目
二
三
ヶ
条
の
う
ち
第

一
条
は
城
絵
図
の
作
製
要
領
で
'
八
ヶ
条
の
細
目
を
伴

っ

て
い
る
｡
第
二
条
以
下
は
'
国
絵
図
と
郷
帳
の
作
製
要
領
で
あ
る
が
'
指
示
の
要
点

は
①
国
絵
図

･
郷
帳
と
も
提
出
は
二
通
'
②
国
絵
図
中
に
各
村
高
を
記
し
'
郡
単
位

に
ま
と
め
る
'
③
道
筋
縮
尺
は
六
寸

一
里

(
二
万

一
六

〇
〇
分
の
一
)
と
L
t

一
里
=

三
六
町
ご
と
に
あ

っ
て
も
な
-
て
も

一
里
山
を
図
示
す
る
'
④
渡
河
方
法

･
河
幅

･

水
深

･
山
中
難
所

･
冬
の
牛
馬
不
通
箇
所

･
一
里
山
と
郷
間
道
法

･
国
境
道
法
等
の

注
記
を
付
す
こ
と
で
あ

っ
た
｡
特
に
交
通
に
関
係
す
る
詳
細
な
注
記
が
要
求
さ
れ
て
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い
る
の
が
目
に
つ
-
｡
大
道
と
小
道
の
書
き
わ
け
も
そ
の

l
つ
で
あ
る
｡
し
か
し
'

こ
の
時
点
で
は
正
保
四
年
に
南
部
藩
が
幕
府
に
提
出
し
た

｢
道
規
記
｣
の
よ
う
な
解

説
書

(道
帳
)
の
提
出
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
｡

さ
て
'
各
藩
で
は
こ
れ
ら
の
基
準
に
つ
い
て
不
明
な
点
は
幕
府

(井
上
政
重
が
主

担
当
で
あ

っ
た
と
い
う
)
に
種
々
質
問
を
し
た
上
で
'
国
元
で
国
絵
図
等
の
作
製
に

あ
た
っ
た
｡
陸
奥
国
の
場
合
は
五
張
に
分
割
作
製
さ
れ
た
｡
そ
の
際
'
幕
府
の
意
向

に
そ

っ
た
国
絵
図
等
を
仕
上
げ
る
た
め
'
国
絵
図
に
つ
い
て
は
下
絵
図
を
井
上
政
垂

の
許

へ
持
参
し
内
兄
を
仰
い
で
い
る
｡
正
保
二
年
の
後
半
に
は
井
上
政
垂
の
許
に
'

各
藩
よ
り
の
内
見
願
い
が
集
中
し
'
こ
の
内
見
に
ょ

っ
て
'
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
多

-
ほ
手
直
し
を
必
要
と
し
た
と
い
う
｡
つ
ま
り
幕
命
で
は
正
保
二
年
中
に
提
出
を
命

じ
た
こ
と
に
も
よ
る
手
直
し
を
必
要
と
す
る
国
絵
図
が
多
か

っ
た
点
が
'
前
述
の
解

説
書

(通
帳
)
作
成
の
幕
命
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
原
因
と
筆
者
は
推
測
す
る
｡

川
村
氏
は

｢諸
国
よ
り
幕
府

へ
の
国
絵
図
お
よ
び
添
帳
類
の
提
出
状
況
を
み
る
と
'

一
般
に
通
帳
は
国
絵
図

･
郷
帳
よ
り
お
-
れ
て
い
る
の
で
､
嘉
府
は
当
初
よ
り
道
帳

の
作
成
を
命
じ
た
の
で
な
-
'
事
業
の
中
途
に
お
い
て
そ
の
提
出
を
要
請
し
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
｡
｣

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
､
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
ふ

れ
て
お
ら
れ
な
い
｡
筆
者
は
内
兄
の
状
況
を
み
た
幕
府
が
お
そ
-
と
も
正
保
三
年
の

初
頭
に
は
通
帳
作
成
の
命
を
出
し
た
も
の
と
推
測
し
た
い
｡
川
村
氏
の
調
査
に
ょ
る

と
'
現
存
す
る
正
保
通
帳

(控
)
の
例
は
表
-
の
よ
う
に
な
る
｡
ま
た
筆
者
の
調
査

し
た
分
は
表
2
の
よ
う
に
な
る
｡

通 帳 年 月 所 蔵 先

一周防国人遺小道井灘道舟路之帳 慶安三年五月指上控 山口県文書館

長門国人道小道井灘道舟路之帳 同 上 同 上

備前国道筋井灘道舟路帳 正 保 四 年 岡山大学図書館

備中国道筋井灘道舟路帳 同 上 同 上

阿波国海陸道度之帳 正保四年六月 日 国立史料館

路淡国海陸遺度之帳 同 上 同 上

通 帳 年 月 所打 ｢

(肥後国の人道小道帳) *1 慶安凹年四月二十八 日 - 晶 図書館 lL
津軽領分大道小道磯辺路井船路之帳 慶安二年二月 弘前市八木橋文庫

南部中道規記 正保四年三月晦 日 盛岡市中央公民館

奥州盛岡城井領内通規全 同 上 岩手県立図書館

大 道 筋 慶安二年八 日五 日 同 上

出羽国大道小道井船路之帳 *2 正保四年七月二十八 日 東京都千秋文庫

*1 表題はC)C帳 となっていないので便宜上 この ように した｡

*2 弘前大学人文学部助教授長谷川成一氏の御教示による(,
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こ
れ
に
よ
れ
ば
'
道
帳
の
早
い
も
の
は
正
保
四
年
に
は
す
で
に
成
立
し
て
お
り
'

筆
者
の
推
測
は
可
能
で
あ
る
｡
そ
れ
で
は
'
通
帳
の
作
成
基
準
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
｡
金
沢
藩
の

｢
加
越
能
絵
図

二
添
上
り
申
帳
面
之
外
御
好
之

覚
｣
で
概
要
を
知
る
こ
と
が
出
来
'
そ
れ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
｡

最
前
御
国
絵
図

二
添
上
り
申
帳
面
之
外
御
好
之
覚

二

大
成
坂
'
難
所
之
坂
'
大
道
筋
之
外
も
山
中
脇
道
共

二
坂
幅
'
長
サ
程
可
書
付

事

一
'
同
加
賀
'
能
登
'
越
中
国
境
へ
坂
可
有
之
候
問
'
往
還
筋
其
外
大
道
筋
之
坂
'

委
細

二
可
書
記
事

一
'
坂
峻
岨
こ
も
な
-
'
難
所
も
な
-
侯

ハ
ゝ
'
道
程
計
可
書
付
事

i
t
坂
'
山
路
其
外
難
所
'
牛
馬
常
々
通
ひ
不
自
由
之
所
々
'
道
程
可
書
付
事

一
'
同
'
荷
付
馬
通
'
同
前
之
事

l
'
山
川
な
と
少
之
雨
に
も
流
水
出
'
か
よ
ひ
留
侯
哉
'
水
出
候
而
も
通
自
由

tt成

候
哉
'
此
段
委
細
可
書
付
事

二
付
'
洪
水
頓
而
引
侯
様
川
尻
能
所
'
水
引
兼
目

数
も
経
侯
処
t
か
様
之
遅
速
之
日
限
迄
も
'
所
々
様
子
委
細
可
書
付
事

一
'
橋
有
之
処
'
洪
水
之
刻
'
落
侯
両
も
歩
渡
り
又

ハ
舟
渡
在
之
所
候
哉
'
橋
落
候

而
も
早
速
懸
侯
事
成
候
哉
'
不
成
所

二
俣
哉
'
委
可
書
付
事

一
'
年
々
十

一
月
よ
り
明
年
二
月
迄
雪
積
'
牛
馬
通
無
之
処
'
可
書
付
事

一
'
往
還
筋
よ
り
脇

二
有
之
城
木
江
之
道
程
'
可
書
付
事
'
其
城
廻
脇
道
以
下
難
所

之
道
'
自
由
之
道
'
可
書
分
之
事

二

滴
々
'
湊
口
之
広
狭
'
深
サ
'
大
船
入
候
事
自
由
'
不
自
由
可
書
付
事

二
付
'

舟
之
通
ひ
時
分
可
書
付
事

(以
下
六
ヵ
条
省
略
)

右
'
日堅
剛
之
帳
面
'
井
上
筑
後
殿
よ
り
御
返
し
'
此
頭
書
之
通
被
書
加
'
可
有

御
上
之
由
'
被
中
越
候

二
付
'
清
書
を

ハ
此
方

二
留
置
'
去
年
御
国
よ
り
参
候

下
書
三
帖
相
副
道
中
候
'
此
通
能
々
被
遂
吟
味
'
右
'
帳
面

二
被
書
加
侯
様

二

急
度
可
被
相
談
慎
也

(慶
安
二
年
カ
)

丑
四
月
二
日

同
藩
で
は
慶
安
三
年

(
一
六
五
〇
)
に
加
賀

･
越
中

･
能
登
三
ヶ
国
の
各
通
帳
を

作
成
し
て
'
井
上
政
垂
の
内
兄
を
仰
い
だ
と
こ
ろ
'
い
ず
れ
も
大
幅
な
手
直
し
を
求

め
ら
れ
た
｡
そ
の
た
め
通
帳
の
下
書
三
冊
が
翌
年
四
月
国
許

へ
返
送
さ
れ
'
そ
の
際

作
成
要
領
に
つ
い
て
幕
府
の
意
向
が
伝
達
さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
が
前
記
の
史
料
で
め

る
｡
た
だ
'
こ
の
史
料
は
慶
安
二
年
の
も
の
と
思
わ
れ
る
の
に
対
し
て
'
通
帳
の
堤

出

･
手
直
し
の
年
次
が
同
三
年

･
同
四
年
と
逆
に
な

っ
て
い
る
の
は
気
に
か
か
る

(
川
村
氏
は
特
に
こ
の
点
に
つ
い
て
は
何
ら
記
述
を
し
て
い
な
い
の
で
'

一
抹
の
不

安
が
あ
る
)
｡

こ
の
史
料
に
よ
る
と
'
道
帳
は
単
に
道
筋
宿
駅
間
の
里
程
を
記
す
だ

け
で
な
-
'
渡
河
方
法

･
出
水
時
の
状
況

･
山
坂
の
交
通
難
所

･
舟
路
の
里
数

･
湊

の
舟
掛
り
状
況
等
を
含
め
た
詳
細
な
記
述
が
求
め
ら
れ
て
い
る
｡
正
保
国
絵
図
で
は

国
中
に
詳
細
な
交
通
注
記
が
求
め
ら
れ
た
が
'
そ
れ
に
は
限
度
が
あ
る
た
め
'
別
帳

を
も

っ
て
t
よ
り

一
層
完
全
な
諸
国
の
交
通
現
況
の
掌
握
が
意
図
さ
れ
た
と
い
う
川

村
氏
の
見
解
は
首
肯
出
来
る
｡

最
後
に
筆
者
に
大
担
な
推
測
を
許
し
て
い
た
だ
-
な
ら
'
こ
の
史
料
の
存
在
か
ら

道
帳
作
成
の
要
領
は
二
回
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
｡
前
述
し
た
正
保

三
年
初
頭
時
点
で
は
'
前
年
の
正
保
国
絵
図
等
の
手
直
し
の
必
要
性
か
ら
'
城
絵
図

の
注
記
及
び
国
絵
図
中
の
道
規
を
中
心
と
し
た
注
記
か
ら
な
る
解
説
書
'
つ
ま
り
道
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帳
の
提
出
が
求
め
ら
れ
た
｡
そ
の
後
'
国
絵
図
中
の
古
城
の
注
記
を
も
り
こ
ん
だ
追

規
を
中
心
に
記
述
し
た
道
帳
の
提
出
が
再
度
求
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

そ
の
時
点
ほ
お
そ
-
と
も
慶
安
二
年
初
頭
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
｡

｢道
規
記
｣

･

｢道
規
全
｣
と

｢大
道
筋
｣
の
内
容
の
差
が
そ
れ
を
物
語

っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
｡

前
二
者
は
道
帳
の
形
を
と
っ
て
い
る
が
'
城
絵
図

･
国
絵
図
の
図
中
解
説
書
と
い
う

側
面
が
非
常
に
強
い
｡
そ
れ
に
比
べ
る
と
後
者
は
純
粋
な
通
帳
で
あ
る
｡
南
部
藩
の

場
合
'
正
保
四
年
に
井
上
政
重
に
内
兄
を
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
｡
盛

岡
市
中
央
公
民
館
蔵
の
正
保
四
年
三
月
の

｢
南
部
領
内
総
絵
図
｣
の
存
在
及
び

｢
道

規
記
｣
に
み
え
る

｢
正
保
四
年
三
月
晦
日
之
御
改
｣
の
記
述
が
そ
れ
を
物
語

っ
て
い

る
｡

｢道
規
記
｣
も
提
出
さ
れ
た
と
推
定
出
来
る
の
で
'
二
回
目
位
の
内
兄
だ

っ
た

と
思
わ
れ
る
｡

そ
れ
で
は
'
最
終
的
に
正
保
図
絵
図
等
を
南
部
藩
は
何
時
幕
府

へ
投
出
し
た
の
だ

ろ
う
か
｡

｢雑
書
｣

(盛
岡
市
中
央
公
民
館
歳
)
の
慶
安
三
年
正
月

二

一日
条
に
は
'

｢
御
領
分
中
之
絵
図

一
通
'
盛
岡
御
城
之
絵
図

一
過
'
所
々
浦
番
所
之
絵
図

一
通
'

右
三
通
之
絵
図

御
公
儀

へ
御
上
被
成
侯
細
今
日
出
来
'
御
前

へ
上
何
茂
箱

一
二
人

田
代
半
右
衛
門
渡
｣
と
あ
り
'
公
儀

へ
提
出
す
る
正
保
国
絵
図
類
の
控
が
作
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
こ
の
年
に
幕
府

へ
正
保
図
が
調
進
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
で

あ
る
｡
そ
の
際
'
前
年
八
月
五
目
に
作
成
さ
れ
た
道
帳
で
あ
る

｢
大
道
筋
｣
も

一
緒

に
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

以
上
'
長
-
な
っ
た
が
慶
安
の

｢
大
道
筋
｣
に
つ
い
て
正
保
国
絵
図
等
の
調
進
に

関
連
し
た
考
察
を
行

っ
た
｡
論
拠
に
誤
ま
り
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
｡
御
叱
正
'
御

批
判
-
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
｡
正
保
国
絵
図
の
調
進
過
程
の
内
容
に
つ
い
て
は
川

村
氏
の
著
書
に
拠
っ
た
｡
特
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
｡

ま
た
'
慶
安
の

｢大
道
筋
｣
の
表
記
に
あ
た
っ
て
は
'
以
下
の
凡
例
に
よ
っ
た
｡

i
.
本
文
に
読
点

･
返
り
点
は
l
切
な
い
が
'
紹
介
者
の
判
断
に
ょ
り
適
宜
付
し

た
｡

一
'
紹
介
者
に
よ
る
フ
リ
ガ
ナ
'
現
在
地
比
定
は

一
切
し
な
か
っ
た
｡

二

濁
音

･
半
濁
音
た
る
べ
き
箇
所
も
手
を
加
え
な
か
っ
た
｡
誤
字
は

〔
マ
マ
〕

忙
し
'
脱
字
の
み

〔

〕
で
補
な
っ
た
｡

1
､
里
数
記
載
の
な
い
所
は

｢道
規
記
｣

･
｢
道
規
全
｣
で
補
な
っ
た
｡

一
'
地
理
的
に
み
て
位
置
関
係
等
が
お
か
し
い
部
分
も
あ
る
が
'
そ
の
ま
ま
と
し
た
｡

(表

紙
)

大
道
筋
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大
道
筋

仙
台
境

l
､
鬼
柳
qQ花
巻
迄

三
里
拾
町
四
拾
六
間
'

此
間
に

和
賀
川
広
三
拾
間
'
深
五
尺
'
船
渡
'

豊
沢
川
広
拾
問
'
深
壱
尺
'
歩
行
渡
'

右
ニ
ッ
之
川
山
川
故
少
し
の
雨

こ
も
俄

二
水
出
'
船
渡
歩
行
渡
不
自

由
'

花
巻
古
平
城
在
'



本
丸

三
九

北
は
北
上
川
'
本
丸
之
下

二
面
差
渡
九
拾
五
間
'
深
三
尋
'

東
西
八
拾
弐
間
'

南
北
三
拾
三
間
'

西
堀
広
七
問
'
深
七
尺
五
寸
'
長
八
拾
間
'
南
ノ
門
詰
葺
西
迄
'
手
ノ
門
詰

迄
折
廻

〔
し
〕
'

南
堀
広
拾
三
間
'
深
七
尺
五
寸
'
長
三
拾
七
問
'
商
才
西
江
折
廻
し
'

石
垣
西
追
手
之
門
高
壱
間
半
'
長
拾
三
間
'
東
葺
西
江
折
廻
し
'

石
垣
商
域
手
之
門
高
壱
間
半
'
長
八
間
'
東
葺

南
江
折
廻
し
'

東
土
手
際
才
西
之
矢
倉
北
ノ
角
迄
百
四
拾
六
間
へ

南
ノ
土
手
際
葺
北
之
土
手
迄
六
拾
四
間
'

中
ノ
堀
広
五
間
水
少
有
'
長
六
拾
問
､

東
ノ
堀
広
拾
間
半
'
深
四
尺
'
長
五
十
三
間
､

西
堀
広
拾
弐
間
'
深
七
尺
'
長
四
拾
三
間
'

南
堀
広
弐
拾
弐
間
'
深
七
尺
五
寸
'
長
七
十
三
間
'

北
堀
広
七
間
'
深
七
尺
五
寸
'
長
三
十
九
間
'
東
ノ
土
橋
葺
北
ノ
門
際
ノ
角

迄
折
廻
し
'

東
ノ
土
手
際
葺
西
ノ
土
手
迄
弐
百
四
拾
六
間
'

南
ノ
土
手
際
葺
北
ノ
土
手
詰
迄
五
十
五
間
'

東
堀
広
拾
六
問
'
深
五
尺
'
長
百
十
六
間
'
南
ノ
坂
口
葺
北
ノ
堀
留
迄
折
廻

し
'

l
t
花
巻
葺
郡
山
迄

五
里
'

此
間
川
壱
ツ

詫
絶
川
広
八
間
'
深
壱
尺
'

本
丸

郡
山
古
山
城
看
'

東
西
弐
拾
七
間
'

南
北
七
拾
壱
間
'

土
手
高
五
間
'
長
百
五
拾
六
間
'
南
追
手
ノ
門
葺
東
江
折
廻
し
'
北
西
ノ
角

摘
手
ノ
門
詰
迄
'

土
手
高
五
間
'
長
九
拾
弐
間
'
北
西
ノ
角
掃
手
ノ
門
詰
葺
南
江
折
廻
し
追
手

の
門
迄
'南

西

二
門
有
'

本
丸
葺
西

東
西
拾
九
間
'

二
九

南
北
八
拾
九
間
'

土
手
高
四
間
､
長
百
廿
六
間
'
南
ノ
角
葺
西
北
ノ
角
迄
三
方
折
廻
し
'

本
丸
葺

北

47

二
九

東
西
三
拾
間
'

南
北
廿
七
間
'

土
手
高
弐
間
'
長
五
拾
九
間
'
北
葺

西
江
折
廻
し
'

本
丸
葺
南

西
南
堀
長
六
百
拾
七
間
'
広
拾
七
間
'
深
四
尺
'

井
合
六
つ
'

惣
構
東
西
南
北
地
廻
九
百
五
拾
三
間
'

二
九

東
西
三
拾
七
間
'

南
北
二
十
七
間
'

土
手
高
四
間
'
長
七
十
三
間
'
東
葺
南
江
折
廻
し
'



本
丸
葺

北

三
九

東
西
十
八
間
'

南
北
七
十
間
'

地
山
高
二
十
間
'
東
西
南
北
折
廻
し
百
八
十
問
'

北
は
田
形
'

井
合
四
つ
有
'

惣
構
東
西
南
北
地
廻
千
六
間
'

本
丸
人
々
東

東
西
弐
拾
四
問
'

三
九

南
北
拾
弐
問
'

地
山
高
弐
拾
壱
問
'
東
西
南
北
折
廻
し
八
拾
壱
問
'

本
丸
･{Q南

二

郡
山
人β
盛
岡
迄

四
里
'

此
間
川
壱

ツ

北
上
川
新
山
渡
所
広
四
拾
七
間
'
深
六
尺
'
船
渡
'
山
川
故
少

し
の
雨

こ
も
俄
水
出
'
舟
渡
不
自
由
'

三
九

東
西
二
十
二
間
'

南
北
五
十
八
問
'

地
山
高
廿
間
'
東
西
南
北
折
廻
し
百
六
拾
三
間
'

本
丸
-【β
西

三
九

東
西
九
間
'

南
北
七
十
二
間
'

地
山
高
拾
八
問
'
東
西
南
北
折
廻
し
百
七
十
間
'

一
'
盛
岡

ヨ
リ
沼
宮
内
迄

八
里
'

此
間
川
壱
ツ

反
堂
川
橋
長
十
三
間
'
幅
弐
間
'
深
弐
尺
'
山
川
故
少
し
の
雨

こ
も
俄
水
出
'
橋
な
か
れ
申
侯
'

此
間
坂
二
ツ

長
坂
長
サ
弐
拾
丁
'
坂
之
内
道
広
三
間
'
迫
き
所

二
而
壱
問
'

二
∴
∴

還
野
山
壱
里
半
難
所
'
坂
之
内
通
広
壱
問
半
'
せ
は
き
所

二
而

壱
問
'
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追
手
口
坂

長
百
八
十
問
'

坂
幅
弐
間
'

西レし｣｣rt

長
百
四
拾
八
間
'

捕
手
坂

幅
二
間
'

東

ハ
北
上
川
'
本
丸
の
下

二
而
川
広
四
十
四
間
'
深
二
尋
'
南
西

ハ
野
続
'

1
.
沼
宮
内

tQl
戸
迄

七
里
半
'

北
上
川
橋
長
拾
壱
問
'
幅
壱
問
'
深
五
寸
'
山
川
故
少
し
の
雨
に
も
俄

水
出
'
橋
流
申
候
'

此
間
川
四
ツ

同
川
橋
長
壱
問
t
は
ゝ
五
尺
'
探
五
寸
'

一
戸
川
橋
長
壱
間
'
幅
壱
間
'
深
五
寸
'

馬
捌
川
橋
長
十
五
間
'
幅
弐
間
､
深
三
尺
'

山
川
故
少
し

〔
の
〕
雨

こ
も
俄
水
出
'
橋
流
申
侯
'

中
山

此
所
四
里
之
間
山
有
'
毎
年
霜
月

人β明
二
月
迄
牛
馬
之
通
不
自
由
'



i
t
l
戸

葺
福
岡
迄

壱
里
半
t

T
㍗
.

T
T
;

此
間

川
壱
ツ

波
打
坂
良
壱
里
'
坂
之
内
通
広
弐
問
'
せ
は
き
所

こ
て
三
尺
'

三
九

南
北
三
十
八
間
'

地
山
高
四
問
'
西
南
北
三
方
折
廻

〔
し
〕
百
拾
壱
間
'

福
岡
古
平
城
有
'

東
西
三
十
六
問
'

本
丸

南
北
四
十
八
間
'

地
山
高
十
弐
問
'
長
百
壱
間
'
西
北
折
廻

〔
し
〕
'

東
南

東
西
長
E
l拾
三
間
'

石
垣
高
五
間

高
右
同
断
'

南
北
長
五
十
五
間
､

東
西
百
三
拾
八
問
､

二
九

南
北
八
十
六
間
'

地
山
高
四
問
半
'
東
西
南
三
方
折
廻

〔
し
〕
土
手
長
弐
百
九
十
間
'

本
丸
∴
β
西

本
丸
葺
東

東
西
五
拾
間
'

三
九

南
北
八
拾
四
間
'

地
山
高
七
間
'
東
ノ
角
葺

北
西
へ
折
廻

〔
し
〕
長
百
拾
二
間
､

本
丸
葺

南

〔
ノ
〕
角

東
西
四
十
弐
間
'

三
九

南
北
八
十
八
間
'

地
山
高
六
間
'
東
ノ
角
葺

北
西
江
折
廻
し
百
廿
壱
間
'

東

ハ
白
鳥
川
広
六
間
'
深
壱
尺
'
横
手
'
南

ハ
田
形
'
追
手
'
西

ハ
馬
捌
川

城
下
葺

川
端
迄
五
十
間
'
川
広
十
八
間
'
深
五
尺
'
北

ハ
白
鳥
川
広
六
問
'

深
壱
尺
五
寸
'
城
下

二
而
馬
測

〔川
〕
と
落
合
申
候
'

惣
横
束
西
南
北
地
廻
千
八
百
七
拾
八
間
'
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三
九

東
西
弐
百
九
拾
弐
問
'

南
北
四
百
弐
間
'

地
山
高
十
弐
間
'

本
丸
∴
〃
北

三
九

東
西
弐
百
五
拾
六
間
'

南
北
八
十
六
間
'

地
山
高
十
弐
問
'

i
.
福
岡
葺

三
戸
迄

四
里
､

此
間
川
壱
ツ

馬
測
川
広
弐
拾
五
間
'
深
五
尺
'
山
川
故
少
し
の
雨

こ
も
に
ハ

か
水
出
'
船
渡
不
自
由
'

二
･
｢
一

此
間
坂
壱
ツ

蓑
ケ
坂
長
二
十
町
'
坂
之
内
道
広
サ
壱
間
'
せ
は
き
所

こ
て
三

尺
'

本
丸
<
Q

東
ノ
角

東
西
八
十
五
間
'

三
戸
古
山
城

東
西
百
七
間
'



本
丸

南
北
九
十
九
間
'

地
山
高
北
ノ
方

二
而
六
拾
五
問
'
南
ノ
方

二
而
四
拾
五
間
'

本
丸
人
々
西

東
西
六
拾
四
問
'

二
九

南
北
九
拾
四
問
'

地
山
高
南
ノ
方

二
而
四
拾
壱
間
'
北
ノ
方

二
而
五
十
弐
問
'
本
丸
葺
弐
間
下

h
ノ
､

本
丸
葺
東

形
'
是
葺
南
西
へ
大
山
続
'

井
合
十
六
'

惣
構
東
西
南
北
地
廻
千
三
百
拾
間
'

l
t
三
戸
葺
五
戸
迄

此
間
川
壱

〔
ツ
〕

五
里
'
此
間
山
坂
続
'

小
向
川
広
三
問
'
深
壱
尺
五
寸
'
渡
自
由
'

二
九

東
西
四
拾
八
間
'

南
北
七
拾
間
'

二

五
戸
葺
七
戸
迄

此
間
川
三
ツ

地
山
高
東
ノ
方

二
而
三
十
壱
間
'
本
丸
葺
五
間
下
り
'

本
丸
-(〃
西

三
九

東
西
六
十
八
間
'

南
北
七
十
壱
間
'

地
山
高
西
ノ
方

二
而
四
拾
壱
間
'
南
ノ
方

:
而
三
十
間
'
二
ノ
丸
･{竺

l問
下

れ
ノ
､

六
里
'
此
間
野
山
続
'

五
戸
川
橋
長
五
間
'
幅
弐
問
'
深
弐
尺
'
山
川
故
少
し
の
雨

こ

も
俄
水
出
'
橋
流
連
歩
行
渡
不
自
由
'

市
川
広
七
問
'
深
弐
尺
'
山
川
故
少
し
の
雨

こ
も
俄
水
出
'
歩

行
渡
不
自
由
'

坪
川
広
四
問
'
深
壱
尺
'
渡
自
由
'
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一
'
七
戸
人〃
野
辺
地
迄

四
里
'
此
間
野
山
続
'

此
間
川
壱
ツ

板
橋
川
広
弐
間
'
深
壱
尺
'
渡
自
由
'

城
-(〃東
ノ
下
台東

西
百
四
拾
間
'

留
ケ
崎

南
北
百
弐
拾
問
'

地
山
高
東
北
南
三
万
十
七
間
'

西
は
迫
手
'
坂
ノ
長
弐
百
弐
拾
間
'
坂
幅
弐
間
'
北
は
熊
原
川
広
七
問
'
潔

壱
尺
'
東
は
馬
捌
川
'
留
ケ
崎
ノ
下

二
而
川
広
三
十
七
間
'
深
五
尺
'
拐
手
'

坂
ノ
長
サ
二
九
-(〃
留
ケ
崎
之
台
迄
百
四
拾
問
'
坂
ノ
内
道
広
弐
問
'
南
は
田

l
'
野
辺
地
葺
馬
門
迄

l
里
'

此
間
川
壱
ツ

板
橋
川
広
四
問
'
深
壱
尺
五
寸
'
渡
自
由
'

〆
四
十
九
里
拾
二
町
'

但
仙
台
童
鬼
柳
葺
津
軽
競
馬
門
二
本
満
た
迄
道
規
也
'



小
道
井
山
道

二

盛
岡
ヨ
リ
雫
石
迄

三
里
'

此
間
川
壱

〔
ツ
〕
北
上
川
広
四
十
八
問
'
探
五
尺
'
山
川
故
少
し
の
雨

こ
も
俄

水
出
'
船
渡
不
自
由
'

i
.
雫
石
-ハQ
橋
場
迄

此
間
川
ニ
ッ

二
里
十
町

t

か
つ
子
出
川
広
九
間
'
深
弐
尺
'
山
川
故
少
し
の
雨

こ
も
俄
水

出
'
歩
行
渡
不
自
由
へ

雫
石
川
広
五
間
'
深
壱
尺
五
寸
'
山
川
故
少
し
の
雨

こ
も
俄
水

出
'
歩
行
渡
不
自
由
'

小
道

1
.
雫
石
葺
太
田
迄

九
里
､

此
間
川
二
ツ

雫
石
川
広
十
五
間
'
深
弐
尺
'
山
川
故
少
し
の
雨

こ
も
俄
水
出
'

歩
行
渡
不
自
由
'

和
賀
川
広
二
間
'
探
壱
尺
'
渡
自
由
'〔マ

マ
〕

此
間
坂
壱
ツ

山
伏
峠
三
里
'
坂
之
内
通
広
壱
間
'
せ
は
き
所

こ
て
弐
尺
難
所
'

毎
年
霜
月
ヨ
リ
明
二
月
迄
雪
積
り
牛
馬
の
通
り
無
二
御
座
-
侯
'

但
出
羽
国
う
と
ふ
村

へ
出
ル
道
筋
也
'

二

盛
岡
ヨ
-
栗
谷
川
迄

拾
九
町
'

北
上
川
夕
顔
瀬
広
四
十
八
間
'
深
五
尺
'
山
川
故
少
し
の
雨

二

も
俄
水
出
'
船
渡
不
自
由
'

本
丸

栗
谷
河
古
平
城

東
西
六
十
三
間
'

南
北
四
十
八
問
'

地
山
高
東
ノ
方

二
而
十
四
間
'
長
サ
弐
百
四
十
三
間
'但
東
西
南
北
折
廻
〔
し
〕
､

南
ノ
方
堀
広
八
間
'
深
三
間
半
'
水
少
し
有
'

北
ノ
方
か
ら
堀
広
十
三
問
'
深
五
間
'

西
ノ
方
堀
広
拾
弐
間
'
深
二
間
半
'

本
丸
人々
南

二
九

東
西
五
十
六
間
'

南
北
三
十
三
間
'

南
ノ
方
か
ら
堀
広
四
間
'
深
弐
間
'

地
山
高
拾
壱
間
'
長
百
九
拾
三
間
'
東
西
南
北
折
廻
し
'

5 1

本
丸
ん
Q

北

二
九

東
西
六
十
四
間
'

南
北
十
問
'

北
ノ
方
か
ら
堀
広
五
間
へ
深
二
間
'

地
山
高
拾
間
'
長
百
五
十
七
間
'
東
西
南
北
折
廻
し
'

本
丸
･b
乾
ノ
角

二
当
ル

二
九

東
西
二
十
六
間
'

南
北
八
十
三
間
'

西
は
野
続
'
地
山
高
弐
間
'
長
弐
百
三
拾
六
間
'
東
西
南
北
折
廻
〔
し
〕
'

東
西
六
拾
弐
間
'

本
丸
･b
北



完

本
丸
葺
南

三
九

南
北
四
拾
弐
問
'

西
ノ
方
か
ら
堀
広
四
間
'
深
二
間
'

地
山
高
九
間
'
長
弐
百
八
間
'
東
西
南
北
折
廻
〔
し
〕
'

北
ノ
万
か
ら
堀
広
四
問
'
深
壱
間
半
'

此
間
川
壱
ツ

浄
法
寺
川
広
四
問
'
深
壱
尺
'

坂
壱
ツ

〔
マ
マ
l.

七
仕
切
山
三
里
大
難
所
'
雪
中
牛
馬
不
通
'
坂
の
内
通
セ
は
き

所

こ
て
壱
間
'
広
き
所

こ
て
壱
間
半
'

東
西
四
拾
問
'

南
北
廿
五
問
'

南
ノ
万
か
ら
堀
広
五
間
'
深
壱
間
半
'

東
ノ
万
地
山
高
拾
間
'
長
百
三
拾
九
間
'
東
西
南
北
折
り
廻
し
､

東
は
北
上
川
'
本
丸
の
下

二
而
川
広
四
十
三
間
'
深
壱
尋
二
尺
'

南
は
田
形
'

西
は
野
続
､
末

ハ
谷
也
'

北
は
田
形
'
末

ハ
谷
也
'

二

荒
屋
葺

湯
瀬
迄

四
里
半
の
間
難
所

毎
年
霜
月
葺

明
二
月
迄
雪
積
り
牛
馬
の
通
無
二
御
座

]
侯
'

此
間
川
三
ツ

米
田
川
広
四
間
'
深
五
寸
'

同
川
広
七
間
'
深
壱
尺
'

同
川
広
十
問
'
深
壱
尺
'
山
川
故
少
し
の
雨

こ
も
俄
水
出
'
歩

行
渡
不
自
由
'

此
古
城
葺

万
八
町
江
道
規
壱
里
廿
間
'
但
此
所
葺

申

ノ
万

二
当
ル
'
此
間

二
川
壱

ッ
'
雫
石
川
広
拾
八
間
'
深
弐
尺
五
寸
'
山
川
故
少
し
の
雨

こ
も
俄
水
出
'
歩
行

渡
不
自
由
へ

惣
横
束
西
南
北
地
廻
五
百
五
拾
問
'

l
t
湯
瀬
葺
花
輪
迄

弐
里
半
'

此
間
川
二
ツ

米
田
川
ひ
し
と
こ
の
橋
長
拾
間
'
幅
弐
間
弐
尺
'
深
弐
尺
'

同
川
広
拾
五
間
'
深
弐
尺
'
山
川
故
少
し
の
雨

こ
も
俄
水
出
'

歩
行
渡
不
自
由
'
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l
t
花
輪

葺
松
山
迄

二
里
半
'

此
間
川
壱
ツ

米
田
川
広
廿
間
'
深
弐
尺
五
寸
'
船
渡
'

l
t
栗
谷
川
音
寺
田
迄

七
里
廿
四
町
'

此
間
川
壱
ツ

松
川
広
六
問
'
深
サ
壱
尺
五
寸
'
山
川
故
少
し
の
雨

こ
も
俄
水

出
'
歩
行
渡
不
自
由
'

l
t
花
輪
葺
毛
馬
内
迄

弐
里
'

此
間
川
壱
ツ

箸
之
内
川
広
三
間
'
深
壱
尺
'

二

寺
田
人心
荒
屋
迄

五
里
､

1
.
毛
馬
内
耳
大
地
迄

壱
里
'



此
間
川
壱
ツ

小
坂
川
広
四
間
'
深
壱
尺
'

l
'
大
地
A
Q

楢
柏
境
目
迄

二
里
'

此
間
川
壱

ツ

長
木
川
広
七
間
'
深
弐
尺
'

l
'
三
戸
AQ
八
戸
迄

七
里
､

此

間

川

弐

ツ

小
向
川
広
四
間
'
深
壱
尺
五
寸
'

馬
捌
川
広
三
十
間
'
深
五
尺
'
山
川
故
少
し
の
雨

二
も
俄
水
出
'

舟
渡
不
自
由
､

横
道

二

花
輪
人
Q

大
湯
迄

三
里
'

二

七
戸
qQ
平
沼
迄

九
里
'
但
此
間
野
山
続
'

此
間
川
二
ツ

坪
川
広
四
間
'
深
壱
尺
'

同
川
広
五
間
'
深
壱
尺
'

二

大
湯
人Q
小
坂
迄

三
里
'

此

間

川

弐

ツ

箸
内
川
広
弐
間
'
深
五
寸
'

小
坂
川
広
弐
間
半
'
深
壱
尺
'

小
道

1
'
福
岡

葺
八
戸
迄

八
里
'
但
此
間
山
坂
続
'

小
道

l
t
三
戸
AQ
関
村
迄

弐
里
半
'

此
間
川
壱
ツ

熊
原
川
広
七
間
'
深
壱
尺
'

l
t
関
村
音
大
湯
迄

八
里
半
'

此

間

川

弐

ツ

熊
原
川
広
弐
間
'
深
五
寸
'

大
湯
川
広
壱
間
'
深
五
寸
'

坂
壱
ツ

来
満
山
六
里
大
難
所
'
毎
年
霜
月
よ
り
明
二
月
迄
雪
積
り
牛
馬

の
通
無
二
御
座

.
侯
'
坂
之
内
道
広
サ
五
尺
'
せ
ま
き
所

二
而

弐
尺
'

山
道

l
t
沼
宮
内

葺
葛
巻
迄

七
里
'

此
間
川
壱
ツ

馬
測
川
広
三
間
'
深
五
寸
'

坂
壱
ツ

志
つ
か
山
二
里
難
所
'
雪
中
牛
馬
不
通
'
坂
之
内
道
広
四
尺
'

二
∴
/

せ
は
き
所

二
而
弐
尺
'

二

葛
巻
葺
大
川
目
迄

六
里
此
間
山
続
'

二

盛
岡
葺
閉
伊
内
浅
内
迄

十
里
半
'

此
間
川
壱
ツ

湯
川
広
壱
間
半
'
深
五
寸
'

坂
壱
ツ

薮
川
山
六
里
難
所
'
雪
中
牛
馬
不
通
'
坂
之
内
通
広
壱
間
'
せ



l
t
浅
内

葺
小
本
迄

此
間
川
四
ツ

ま
き
所

こ
て
三
尺
'

歩
行
渡
不
自
由
'

六
里
'

小
本
川
広
弐
問
'
深
五
寸
'

岩
泉
川
広
壱
間
'
深
壱
尺
'

小
本
川
広
六
問
'
深
壱
尺
五
寸
'

小
本
川
広
拾
間
'
深
弐
尺
'
山
川
故
少
し
の
雨

こ
も
俄
水
出
'

歩
行
渡
不
自
由
'

l
t
盛
岡
葺
乙
部
迄

三
里
'

此
間
川
ニ
ッ

安
川
広
八
間
'
深
弐
尺
'

乙
部
川
広
三
問
'
深
壱
尺
'

二

乙
部
IrQ
大
廻
迄

四
里
半
'

l
t
盛
岡
葺

築
川
村
迄

三
里
半
'
此
間
野
山
続
'

l
t
大
廻
葺
横
田
迄

此
間

二
川
二
ツ

二

築
川
村
葺
門
馬
迄

三
里
半
'

此
間
川
壱
ツ

薬
用
広
壱
間
'
深
五
寸
､

六
里
半
t

j/酌
酌
E

稗
貫
川
橋
長
拾
間
､
幅
弐
間
'
広
弐
尺
'
山
川
故
少
し
の
水

こ
も
俄
水
出
'
橋
流

レ
申
侯
'

猿
ケ
石
川
広
八
間
'
深
壱
尺
五
寸
'
山
川
故
俄
水
出
'
歩
行

渡
不
自
由
'
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二

門
馬
葺
茂
市
迄

七
里
半
'

此
間
川
二
ツ

閉
伊
川
広
弐
問
'
深
五
寸
'

坂
壱
ツ

同
川
広
四
間
'
深
壱
尺
'

榊
木
山
五
里
難
所
'
雪
中
牛
馬
不
通
'
坂
之
内
通
広
四
尺
'
せ

｢マ
マ
一

1
.
横
田
葺
釜
石
浦
迄

拾
里
'

此
間
川
弐
ツ

佐
比
内
川
広
弐
間
'
深
五
寸
'

釜
石
川
広
壱
問
'
深
五
寸
'

坂
壱
ツ

草
抜
山
四
里
難
所
'
雪
中
牛
馬
不
通
'
坂
之
内
道
広
弐
間
'
せ

｢マ
マ
〕

は
き
所

こ
て
≡
尺
'

二

茂
市
葺

宮
古
迄

四
里
半
'

此

間

川

弐

ツ

閉
伊
川
広
八
問
'
深
壱
尺
'

｢マ
マ
一

同
川
広
十
問
'
深
弐
尺
'
山
川
故
少
し
の
水
に
こ
も
俄
水
出
'

1
'
横
田
葺
山
口
迄

三
里
'

此
間
川
壱
ツ

佐
比
内
川
広
三
間
'
深
壱
尺
'



二

山
口
葺
大
槌
迄

此
間
川
壱
ツ

坂
壱
ツ

六
里
'

野
川
広
三
間
'
深
五
寸
'

青
ノ
木
坂
壱
里
半
'
雪
中
牛
馬
不
通
'
坂
之
内
道
広
四
尺
'

マ
マ
〉

せ
は
き
所

こ
て
弐
尺
'

一
'
安
情
葺
達
曽
部
迄

弐
里
半
'

横
道

l
t
横
田
人力
赤
羽
根
迄

弐
里
半
'

赤
羽
板
葺
妻
神
童
目
迄
拾
七
丁
'
但
仙
台
領
有
住
石
江
出
ル
'

二

花
巻
葺
立
花
迄

三
里
'

此
間

川

弐

ツ

豊
沢
川
広
拾
間
'
探
壱
尺
'
山
川
故
少
し
の
雨

二
も
俄
水
出
'

歩
行
渡
不
自
由
'

北
上
川
広
六
拾
間
'
深
七
尺
'
山
川
故
少
し
の
雨

こ
も
俄
水
出
'

船
渡
不
自
由
'

横
道

一
'
横
田
葺
奥
友
迄

二
里
'

l
t
立
花
葺
土
橋
量
目
迄

弐
拾
丁
拾
四
間
'

但
仙
台
領
岩
脇
江
出
'

一
'
奥
友
葺
五
輪
峠
量
目
迄

壱
里
廿
六
丁
'

但
仙
台
領
人
首
江
出
'

l
t
奥
友
葺
荒
屋
迄

二
里
'

i
t
荒
屋
∴Q
赤
坂
横
大
道
境
目
迄

拾
八
丁
'

但
仙
台
領
駒
田
江
出
'

横
道

l
t
花
巻

葺
山
口
迄

五
里
'

此

間

川

弐

ツ

豊
沢
川
広
拾
問
'
深
壱
尺
'
山
川
故
少
し
の
雨

こ
も
俄
水
出
'

歩
行
渡
不
自
由
'

和
賀
川
広
拾
五
間
'
深
弐
尺
'
山
川
故
少
し
の
雨

こ
も
俄
水
出
'

歩
行
渡
不
自
由
'
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l
t
花
巻
葺
安
倍
迄

四
里
半
'

此
間
川
壱
ツ

北
上
川
広
六
拾
間
'
深
サ
六
尺
'
山
川
故
少
し
の
雨

こ
も
俄
水

出
'
船
渡
不
自
由
'

l
t
山
口
葺
越
中
畑
迄

六
里
'

此

間

川

弐

ツ

和
賀
川
広
拾
三
間
'
深
壱
尺
五
寸
'
俄
水
出
る
時

ハ
'
歩
行
渡

不
自
由
'

同
川
広
拾
弐
問
'
深
壱
尺
'
山
川
故
少
し
の
雨

こ
も
俄
水
出
'

歩
行
渡
不
自
由
'



坂
壱
ツ

仙
人
山
四
里
大
難
所
'
夏
冬
と
も
に
荷
付
の
牛
馬
不
通
'
但
引

∴
∴
∴

馬
通

ル
'
な
つ
坂
之
内
通
広
弐
尺
'
せ
は
き
所

こ
て
壱
尺
､

山
川
故
少
し
の
雨

こ
も
俄
水
出
'
歩
行
渡
不
自
由
'

重
茂
ノ
狐
崎

二
船
遠
見
番
所
有
'

海
辺
道

l
t
宮
古

才
小
本
迄

五
里
'
但
此
間
山
坂
､

l
t
平
田

葺
平
田
坂
石
塚
境
目
迄

甘

l
町
'

但
仙
台
領
唐
丹
江
出
'
此
尾
崎
に
船
遠
見
番
所
在
'

l
t
小
本
葺
普
代
迄

五
里
'

此
間
川
壱
ツ

小
本
川
広
拾
六
問
'
深
弐
尺
五
寸
'

山
川
故
少
し

〔
の
〕
雨

こ
も
俄
水
出
'
歩
行
渡
不
自
由
'

一
㌧
平
田
葺
釜
石
迄

此
間
川
壱
ツ

壱
里
甘
町
､

釜
石
川
広
五
間
､
深
弐
尺
'

坂
弐
ツ

l
t
釜
石
葺
大
槌
迄

此
間
川
壱
ツ

三
里
'
但
此
間
山
坂
'

橋
野
川
広
弐
間
'
深
弐
尺
'

松
前
坂
壱
り
半
難
所
'
雪
中
牛
馬
不
通
'
坂
之
内
通
広
壱
問
t

l
マ
マ
j

せ
は
き
所

こ
て
弐
尺
､

牧
沢
山
壱
り
難
所
'
雪
中
牛
馬
不
通
'
坂
之
内
通
広
壱
問
'
せ

二
∴
∴

は
き
所

こ
て
三
尺
'

小
本
の
青
瀧

二
船
遠
見
番
所
有
'
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l
t
大
槌

葺
山
田
迄

此
間
川
弐
ツ

四
里
'
但
此
間
山
坂
'

小
槌
川
広
弐
間
'
深
壱
尺
'

織
笠
川
広
壱
間
'
深
壱
尺
'

船
越
の
小
屋
取

二
船
遠
見
番
所
有
'

一
㌧
譜
代

∂
野
田
迄

此
間
川
三
ツ

三
里
'

普
代
川
広
六
問
'
深
壱
尺
'

安
家
用
広
八
問
'
深
壱
尺
五
寸
'

玉
川
広
壱
間
半
'
深
壱
尺
'

羅
賀
の
北
山
崎

二
船
遠
見
番
所
在
'

l
t
山
田
<Q
宮
古
迄

此
間
川
≡
ツ

五
里
､
但
此
間
山
坂
'

｢マ
マ
J

飯
岡
川
広
壱
里
半
'
深
壱

尺
'

津
軽
石
川
広
四
間
'
探
弐
尺
'

閉
伊
川
広
拾
五
間
'
深
弐
尺
､

l
t
野
田
葺
大
川
目
迄

二
里
､
但
此
間
山
坂
､

此
間
川
二
ツ

野
田
川
広
壱
問
'
深
五
寸
､

小
久
慈
川
広
四
問
'
深
弐
尺
､



野
凹
在
家
近
所

二
船
遠
見
番
所
有
'

二

大
眉
目
人Q
種
市
迄

九

里

半

'

此

間

川

三

ソ

小
久
慈
川
広
四
問
､
深
弐
尺
'

久
慈
川
広
ヒ
問
'
深
弐
尺
'

閉
伊
日
用
広
弐
間
'
深
五
寸
'

l
'
百
石
葺
平
沼
迄

七
里
'
但
此
間
野
山
'

此
間
沼
壱
ツ

倉
内
沼
渡
所
広
丘
町
'
深
弐
尺
'
歩
行
渡
'

浜
板
井

二
船
遠
見
番
所

〔
有
〕
'

一
㌧
平
沼
♂

尾
駁
迄

此
間
沼
弐
ソ

坂
壱
ツ

大
尻
崎
'
侍
浜
'
黒
崎
三
ヶ
所

二
船
遠
見
番
所
在
'

種
市
山
六
里
難
所
'
雪
中
牛
馬
不
通
'
坂
之
内
通
広
壱
問
'
せ

マ
マ
一

は
き
所

こ
て
三
尺
'

(
里
数
記
載
な
し
)
*
三
里

平
沼
渡
所
弐
町
'
深
弐
尺
'
歩
行
渡
'

尾
駁
沼
渡
所
広
壱
町
'
深
弐
尺
'
歩
行
渡
'

l
'
尾
駁
耳
白
糠
迄

五
里
'
但
此
間
浜
也
'

泊
之
中
山
崎

二
船
遠
見
番
所
右
'

i
.
種
市

人々
八
戸
迄

四
里
半
'

此
間
川
壱
ツ

九
戸
川
広
九
間
'
深
弐
尺
'
歩
行
渡
'

お
こ
な

へ
t
か
と
の
浜
弐
ヶ
所
船
遠
見
番
所
有
'

l
'
白
糠
才
猿
ケ
森
迄

三
里
半
'
但
此
間
野
山
'
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二

八
戸
∂
百
石
迄

此
間
川
三
ツ

五
里
'

馬
捌
川
広
三
十
五
問
'
深
五
尺
'
山
川
故
少
し
の
雨

こ
も
俄
水

出
'
船
渡
不
自
由
'

五
戸
川
広
四
問
へ
深
弐
尺
五
寸
'
山
川
故
少
し
の
雨

こ
も
俄
水

出
'
橋
流
申
候
'

市
川
広
十
七
問
'
深
弐
尺
五
寸
'
山
川
故
少
し
の
雨

こ
も
歩
行

渡
不
自
由
'

酒
木
'
物
見
二
ヶ
所

二
船
遠
見
番
所
有
'

l
'
猿
ケ
森
葺

尻
労
迄

弐
里
半
'

尻
屋
崎

〔
ニ
〕
船
遠
見
番
所
有
'

一
'
尻
労
葺
尻
屋
迄

壱
里
半
'

坂
壱
ツ

〔マ
マ
｣

青
部
山
壱
里
の
間
大
難
所
'
道
広
弐
尺
'
せ
は
き
所

こ
て
壱
尺
'

夏
冬
共

二
牛
馬
の
通
無
二
御
座

l
候
'

青
部
崎

二
船
遠
見
番
所
有
'

l
t
尻
屋
葺

大
畑
迄

六
里
'

岩
穴
有

岩
屋
之
長
サ
拾
六
問
'
高
弐
間
'
広
弐
間
'
此
岩
や
之
内
荷
付



の
牛
馬
往
来
仕
候
へ
此
所
之
外
脇
道
な
し
'

1
'
田
名
部
音
域
ケ
沢
迄

三
里
'

此
間
川
壱
ツ

う
そ
り
川
広
三
拾
間
'
深
壱
尺
'
歩
行
渡
自
由
'

l
'
大
畑
葺
大
間
迄

六
里
'
但
此
間
山
坂
'

此
間
川
壱
ソ

大
畑
川
広
廿
間
'
深
五
尺
へ
船
渡
'

大
間
崎

二
船
遠
見
番
所
有
'

三

城
ケ
沢
葺
川
内
迄

三
里
'
此
間
山
坂
'

l
'
大
間
人Q
長
後
迄

四
里
へ
此
間
山
坂
難
所
'
夏
冬
共

二
牛
馬
不
通
'

二

川
内
人々
脇
ノ
沢
迄

四
里
'

此
間
川
壱
ツ

川
内
川
広
三
問
'
深
壱
尺
'

お
き
な
に
船
遠
見
番
所
有
'

〆
弐
十
里

内
拾
里
は
横
道
'

海
辺
道
筋
八
拾
六
里
廿
三
町
'

横
道

l
'
大
畑
葺
田
名
部
迄

四
里
'

船
路
之
規
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入
海
辺
道

一
'
釜
石
湊

一
'
野
辺
地
葺

横
浜
迄

五
里
'
但
砂
浜
'

野

部

地
在
所

二
船
遠
見
番
所
看
'

湊
口
広
拾
町
'
深
五
尋
'
潮
満

〔
ニ
〕
干
構
無
し
'
船
懸

〔
り
〕

自
由
'
但
東
風
之
時

ハ
波
荒
'
船
懸

〔
り
〕
悪
L
t
此
所
人Q仙

台
領
唐
丹
浦
迄
四
里
之
間
荒
磯
'

l
'
横
浜
葺
中
ノ
沢
迄

弐
里
'

釜
石
葺
≡
り
半

一
'
両
石
湊

湊
口
広
弐
町
'
深
十
尋
'
潮
満
干

二
構
無
し
'
船
懸

〔
り
〕
自

由
'
但
東
風
之
時

ハ
出
船
不
レ

成
'
但
岩
続
荒
磯
'

一
'
中
ノ
沢
AQ
田
名
部
迄

三
里
'

此
間
川
壱
ツ

田
名
部
川
橋
長
九
間
へ
幅
弐
問
'
深
四
尺
'

両
百
滴
AQ
ll一里

二

大
槌
湊

湊
口
広
拾
三
町
へ
深
四
尋
'
但
東
風
之
時

ニ
ハ
船
懸

〔
り
〕
悪



L
t
岩
続
荒
磯
'

二

泊
湊

大
槌
葺
二
里

二

き
里
/
＼
湊

湊
H
広
三
十
五
間
'
深
三
尋
'
荒
磯
左
右
之
岩
石
'
船
懸
り
不
i

成
'

湊
口
広
拾
五
町
'
深
六
尋
'
船
出
入
不
自
由
'
但
三
方

ハ
岩
山
'

水
底

こ
は
へ
有
'

此
所
葺
大
畑
迄
之
間
尻
尾
崎
沖
江
弐
里
半
の
間
は
へ
続
キ
'
荷
船
通
路

不
自
由
'
但
漁
船
は
自
由
'

き
里
-/
1
才
四
里

泊
葺
拾
一二
り

二

大
畑
川
湊

一
'
山
田
湊

湊
口
広
七
町
'
深
十
九
尋
'
潮
の
満
干

二
構
無
し
'
船
懸

〔
り
〕

自
由
'
岩
続
荒
磯
'

此
湊
江
お
ら
ん
だ
船
寛
永
廿
年
六
月
十
三
日
に
着
岸
'
此
所

二
而
お
ら

ん
だ
人
拾
人
か
ら
め
取
'

大
畑
葺
五
り

二

大
間
湊

川
湊
口
広
廿
問
'
深
五
尺
'
船
出
入
な
し
'
但
漁
船
は
出
入
有

荒
磯
'
此
浜
人
Q

松
前
之
内
崩
野
迄
七
里
'

湊
口
広
三
拾
間
'
深
弐
尋
'
左
右

こ
は

へ
有
荒
磯
'
船
懸
り
無

し
'
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山
田
葺
七
里

二

宮
古
湊

湊

口
広
拾
六
町
'
深
三
尋
'
潮
満
干

二
構
無
し
'
船
懸

〔
り
〕

自
由
'
但
東
風

二
は
船
懸

〔
り
〕
不
レ

成
'

大
間
A

l
り
半

一
'
奥
部
湊

宮
古
葺
拾
四
里

二

久
慈
湊

1･ラ

湊
口
広
拾
町
荒
磯
'
水
底

に
は
へ
有
'
船
懸

〔
り
〕
不
レ

成
'

久
慈
人生
ハ
り

一
'
鮫
湊

湊
荒
磯
遠
浅
'水
底

二
ほ
へ
有
'
船
懸
〔
り
〕
不
自
由
'但
深
所
弐
尋
'

鮫
湊
葺
拾
四
り

湊
口
広
壱
丁
'
深
弐
尋
'
潮
満
干

〔
ニ
〕
無
レ

構
'
船
懸

〔
り
〕

自
由
也
'
但
西
風
之
時
は
船
懸
り
無
し
'

此
所
葺
松
前
之
内
う
す
け
し
迄
四
里
'

船
路〆

七
拾
四
里
半

入
海
船
路
之
規

一
'
入
海

入
海

口
九
腹
泊
崎
葺
津
軽
領
外
浜
迄
差
渡
六
里
'
入
海

口
才
沖



ノ
沢
迄
入
海
長
サ
拾
七
里
､
但
深
キ
所
拾
弐
尋
'

此
内
立
石
人
々

南
江
五
り
之
間
は
へ
有
'
立
石
葺
北
之
方
三
町
之
間
船
往

来
有
'

此
所
葺

九
般
泊
湊
迄
道
法
拾
七
り
'

此
所
葺

津
軽
領
外
浜
迄
海
上
道
規
甘
八
り
'

此
所
A
松
前
之
町
迄
海
上
道
規
三
十
弐
り
'

二

九
線
泊
湊

湊
口
広
五
拾
四
間
へ
深
六
尺
'
三
万
は
岩
山
'
湖
満
干

二
構
無
レ

之
'
岸
深

こ
て
船
懸
り
自
由
'
但
南
風
之
時

ハ
波
荒
-
'
船
懸

〔
り
〕
悪
し
､

此
湊
耳
津
軽
領
外
浜
迄
拾
壱
里
'

此
湊
葺

松
前
之
町
迄
拾
五
り
'
此
内
海
中

二
而
四
り

ハ
荒
潮
､

比
内
シ
タ
ン
ノ
巻
大
難
所
'
常

こ
う
す
巻
侯
付
而
此
近
辺
船
不
通
'

横
浜
A
四
り

二

野
辺
地
酒

此
浦
弐
町
沖

二
而
深
弐
尋
'
潮
満
干
二
無
レ

構
､
船
懸
り
自
由
'

此
浦
葺
九
腹
泊
湊
迄
海
上
道
規
六
り
半
'

此
浦
葺

津
軽
領
外
浜
迄
海
上
道
規
拾
七
り
半
'

此
浦
葺
松
前
町
迄
海
上
道
規
廿
三
り
､

九
腹
湊
人〃拾
六
り

一
'
安
渡
湊

湊
口
広
五
町
'
深
弐
尋
､
潮
満
干

〔
ニ
〕
構
無
し
'
岸
深

こ
て

船
懸
り
自
由
'
此
湊
オ
津
軽
領
外
浜
迄
甘
七
り
'

安
渡
才
壱
里

二

田
名
部
川
湊

此
湊
口
広
三
十
問
､
遠
浅

こ
て
船
不
レ

入
､
但
荷
船
は
安
渡
湊

こ
て
荷
物
上
ケ
t
か
ら
船

こ
て
田
名
部
町
橋
下
迄
船
人
申
侯
､

但
潮
時
遠
侯
得
は
t
か
ら
船

こ
て
も
出
入
不
レ

成
'

田
名
部
湊
人心
二
一り

一
'
横
浜
浦

此
浦
弐
町
沖

こ
て
深
弐
尋
'
潮
満
干

〔
ニ
〕
無
レ

構
'
船
懸
り

自
由
､

(青
森
県
立
郷
土
館
研
究
員
)

船
路〆

弐
拾
四
里
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慶
安
二
年
己
丑
八
月
五
日

Fj

ES

上
書

二

奥
州
之
内
南
部
領
海
陸
道
規
帳

一

ノ倉氏

小
向
氏



〔追
記
〕

第
75
号
掲
載

(史
料
紹
介
)

｢
津
軽
領
分
大
道
小
道
磯
辺
路
井
船
路
之
帳
｣

(弘

前
市
八
木
橋
文
庫
蔵
)
正
誤
表

p
33
下
し
18

p
36
下
し
3

p
42
上
し
9

p
42
下

し
10

幸
田
1

桑
田

出
無
出
方

-
1
山
無
出
方

葦
野
田

1

芳
野
田

飲
詰

1

飯
詰


